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厳
し
い
財
政
の
中
、町
の
活
性
化
に
ど
う
取
り
組
む

16
年
度
予
算
を
探
る

予
算
特
別
委
員
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
町

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日

に
は
、
委
員
長
に
川
村
敬
一
委
員
を
選
出
。
四
日
間
に
わ

た
り
一
般
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
九
会
計
の
平

成
十
六
年
度
当
初
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。
財
政
問
題
や

産
業
振
興
策
な
ど
、
会
計
ご
と
に
委
員
か
ら
数
多
く
の
質

問
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
そ
の
審
議
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

補
助
金
見
直
し
の

具
体
的
な
内
容
は

補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
具
体
的
な
説
明
を
。

原
則
と
し
て
町
単
独
の

補
助
金
は
一
〇
％
以
上
を

答 問

カ
ッ
ト
。
単
年
度
の
収
支
で
剰

余
金
を
出
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
点
も
考
慮
し
て
い
る
。
見

直
し
に
よ
る
効
果
額
は
千
三
百

万
円
で
あ
る
。

三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
、
権
限
と
税
源
が
移
譲

さ
れ
て
も
、
山
田
町
の
規
模
で

は
不
利
に
働
く
の
で
は
。

財
源
の
少
な
い
地
方
を

無
視
し
た
税
源
移
譲
で
は

困
る
。
地
方
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
は
交
付
税
の
財
源
調
整

機
能
の
意
味
が
な
い
。
今
後
、

そ
の
点
で
の
せ
め
ぎ
合
い
と
な

る
だ
ろ
う
。

町
の
自
立
を
目
指
し
国

県
の
あ
ら
ゆ
る
補
助
制
度

を
活
用
し
、
各
種
事
業
を
取
り

入
れ
て
行
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
で
も
補
助
事
業
を

活
用
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
取
り

答 問 答 問

入
れ
、
活
用
を
図
る
。

若
者
に
希
望
を
与
え
る

た
め
、
職
員
を
定
期
的
に

採
用
す
る
べ
き
。

平
成
十
六
年
四
月
一
日

採
用
は
し
な
い
。
定
員
削

減
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
ま
で

新
規
採
用
は
待
ち
た
い
が
、
今

後
の
退
職
者
数
に
よ
り
検
討
の

余
地
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

答 問町
の
自
立
を
目
指
す

た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

自
立
の
町
を
目
指
す
た

め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ

き
だ
。
町
民
の
所
得
を
向
上
さ

せ
る
産
業
振
興
に
重
き
を
置
い

た
人
事
を
考
え
る
べ
き
だ
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
示
し
て
き

た
。
即
効
性
の
あ
る
産
業

振
興
は
難
し
い
面
が
あ
る
が
、

豊
間
根
の
産
直
な
ど
芽
が
出
て

答 問

…三位一体の改革

小泉総理が掲げる改革の「骨太の方針」のキャッチ
フレーズで、国から地方への国庫補助金と地方交付税
を削減する代わりに税源の一部を国から地方へ移譲す
るというもので、地方分権を促進し、行政のスリム化
を目的としていますが税源移譲は進んでいません。

こ と ば

一般
会計

４月25日からのオープンに向けて準備が進め
られている「花まりん」（旧マリンパーク跡
地）町の活性化の起爆剤として期待されます

16
年
度
予
算
を
探
る

さん み いっ たい
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い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
人
事
は

適
材
適
所
で
行
う
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
第

八
次
総
合
発
展
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
発
展
計
画
審

議
会
委
員
の
構
成
は
。

条
例
に
基
づ
き
、
各
種

団
体
の
長
五
人
、
有
識
者

五
人
、
公
募
五
人
の
計
十
五
人

を
考
え
て
い
る
。
任
期
は
平
成

十
六
年
四
月
一
日
か
ら
二
年
間

で
あ
る
。

答 問町
民
税
申
告
会
場
が

減
っ
た
の
は
な
ぜ
か

船
越
地
区
の
税
の
申
告

場
所
が
一
カ
所
と
な
っ
た

問

の
は
な
ぜ
か
。

経
費
節
減
と
待
ち
時
間

の
短
縮
の
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
を
補
充
す
る
た
め
、
郵
送

で
も
で
き
る
簡
易
申
告
制
度
を

導
入
し
た
。
効
果
は
あ
っ
た
。

町
民
税
の
個
人
収
納
率

九
五
％
を
達
成
で
き
る
か
。

十
四
年
度
の
徴
収
率
は

九
五
・
五
六
％
で
あ
っ

た
。
今
年
度
は
二
月
末
で
前
年

度
比
〇
・
七
ン
ト
ポ
イ

良
い
。
達
成
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
。

た
い
肥
セ
ン
タ
ー
の
臭

い
な
ど
の
公
害
問
題
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

公
害
防
止
協
定
の
締
結

を
含
め
、
今
後
と
も
地
域

答 問 答 問 答

住
民
と
話
し
合
い
を
続
け
検
討

し
て
い
く
。

海
洋
深
層
水
利
活
用

事
業
の
成
果
を
示
せ

海
洋
深
層
水
利
活
用
の

成
果
は
。
予
算
が
減
っ
た

理
由
は
。町

内
の
業
者
が
パ
ン
、

乾
麺
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の

製
品
開
発
を
行
い
試
食
会
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
商
品
化

で
き
る
か
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

予
算
の
減
額
は
県
補
助
が
な
く

な
っ
た
た
め
で
、
今
後
は
町
単

独
の
事
業
と
な
る
。

答 問

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
う
段
階
で
は
。

海
を
利
用
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
海
上
運

送
法
に
基
づ
く
届
出
の
必
要
性

が
出
て
き
た
。
今
後
調
査
検
討

を
し
て
い
く
。

答 問

黒
沢
一
成
議
員

第
一
に
繰
入
金
で
一

〇
％
を
補
い
、
長
期
的
な

見
通
し
が
全
く
見
え
な
い

こ
と
。
来
年
度
以
降
の
予

算
を
ど
う
組
ん
で
い
く
の

か
、
財
政
再
建
団
体
へ
の

転
落
と
い
う
不
安
を
ど
う

払
拭
し
て
い
く
の
か
、
大

き
な
疑
問
の
残
る
予
算
で

あ
る
。

第
二
に
町
長
の
施
政
方

針
に
あ
る
大
胆
さ
も
ス

ピ
ー
ド
感
も
見
え
ず
、
真

に
自
立
を
目
指
す
と
い
う

意
気
込
み
が
全
く
感
じ
ら

れ
な
い
予
算
で
あ
る
。
以

上
、
二
点
に
お
い
て
、
私

は
一
般
会
計
予
算
案
に
反

対
す
る
。

反
対
討
論

国民健康保険 21億9,431万円

18億5,203万円

11億2,111万円

8,225万円

2億7,150万円

3億5,642万円

5万円

収入2億8,951万円
支出2億7,679万円

老　人　保　健

介　護　保　険

簡易水道事業

漁　業　集　落
排水処理事業

公共下水道事業

土地取得事業

水　道　事　業

◆特別会計など

◆一般会計 75億6,575万円

平成1６年度予算額

民生費�
21.5％�

総務費�
12.3％�

土木費�
21.4％�

公債費�
13.2％�

その他�
6.7％�

　     国庫�
　 支出金�
  8.9％�

町　債�
15.8％�

県支出金�
7.7％�

      繰入金�
10.0％�

町　税�
13.5％�

地方交付税�
37.4％�

歳入�歳出�

農林�
  水産�
　 業費�
      7.8％�

教育費�

衛生費　7.1％�

消防費　5.3％�

議会費、商工費、その他　3.0％�

8.4％�

海洋深層水を活用
した商品の試作品


